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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　熱交換器アッセンブリ、特に車両ヒータ装置用の熱交換器アッセンブリであって、
　ハウジング長手方向軸線（Ｌ）の方向で延在するカップ状の熱交換器ハウジング（１２
）を備え、
　該熱交換器ハウジング（１２）は、外壁（１８，２０）及び内壁（２２，２４）を有し
、前記外壁（１８，２０）と前記内壁（２２，２４）との間に、伝熱媒体流動室が形成さ
れており、前記外壁（１８，２０）に、前記伝熱媒体流動室に向かって開放された少なく
とも１つの伝熱媒体通流管体（５０，５２）が設けられ、前記熱交換器ハウジング（１２
）に、該熱交換器ハウジング（１２）の、前記内壁（２２，２４）によって囲繞される内
室（２６）に向かって開放された排ガス通流管体（３０）が設けられており、前記熱交換
器ハウジング（１２）は、外側周壁（１８）及び外側底壁（２０）を有する外側のハウジ
ング部分（１４）と、内側周壁（２２）及び内側底壁（２４）を有する内側のハウジング
部分（１６）とを有する熱交換器アッセンブリにおいて、
　少なくとも１つの伝熱媒体通流管体（５０，５２）は、前記外側のハウジング部分（１
４）の外側周壁（１８）の、前記外側底壁（２０）から離れた軸方向の端部領域（４４）
に設けられており、
　前記外側周壁（１８）の第１の周方向領域（４０）において、前記外側底壁（２０）か
ら比較的大きな延在長さを有して前記外側周壁（１８）が形成され、かつ前記外側周壁（
１８）の第２の周方向領域（４２）において、前記外側底壁（２０）から比較的小さな延
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在長さを有して前記外側周壁（１８）が形成されており、
　前記少なくとも１つの伝熱媒体通流管体（５０，５２）は、前記第１の周方向領域（４
０）の領域に設けられており、
　前記排ガス通流管体（３０）は、前記内側のハウジング部分（１６）の前記内側周壁（
２２）の周方向領域であって、前記外側のハウジング部分（１４）の前記外側周壁（１８
）の前記第２の周方向領域（４２）に対応し、該第２の周方向領域（４２）に軸方向で隣
接する周方向領域に設けられていることを特徴とする、熱交換器アッセンブリ、特に車両
ヒータ装置用の熱交換器アッセンブリ。
【請求項２】
　前記外側周壁（１８）に２つの伝熱媒体通流管体（５０，５２）が、前記外側周壁（１
８）の略同じ軸方向の領域において、互いに周方向に間隔を置いて設けられている、請求
項１記載の熱交換器アッセンブリ。
【請求項３】
　前記少なくとも１つの伝熱媒体通流管体（５０，５２）と、前記排ガス通流管体（３０
）とは、前記熱交換器ハウジング（１２）の略同じ軸方向の領域において、互いに周方向
に間隔を置いて設けられている、請求項１又は２記載の熱交換器アッセンブリ。
【請求項４】
　前記外側周壁（１８）は、前記外側底壁（２０）から離れて位置する軸方向の端部領域
（４４）において、前記ハウジング長手方向軸線（Ｌ）に関して斜めに終端している、請
求項１から３までのいずれか１項記載の熱交換器アッセンブリ。
【請求項５】
　前記少なくとも１つの伝熱媒体通流管体（５０，５２）は、略完全に、前記外側周壁（
１８）の、軸方向で前記外側周壁（１８）の前記第２の周方向領域（４２）を越えて突出
する領域において、前記第１の周方向領域（４０）に設けられている、請求項１から４ま
でのいずれか１項記載の熱交換器アッセンブリ。
【請求項６】
　前記内側のハウジング部分（１６）の内側周壁（２２）に、前記伝熱媒体流動室を軸方
向で画成する端面（３４）が設けられており、該端面（３４）は、前記内側周壁（２２）
の第１の周方向領域（３６）において、前記内側底壁（２４）から比較的大きな軸方向の
間隔を有し、かつ前記内側周壁（２２）の第２の周方向領域（３８）において、前記内側
底壁（２４）から比較的小さな軸方向の間隔を有する、請求項１から５までのいずれか１
項記載の熱交換器アッセンブリ。
【請求項７】
　前記端面（３４）は、前記ハウジング長手方向軸線（Ｌ）に関して斜めに配置されてい
る、請求項６記載の熱交換器アッセンブリ。
【請求項８】
　前記外側のハウジング部分（１４）は、前記端面（３４）の領域で前記内側のハウジン
グ部分（１６）に結合されている、請求項６又は７記載の熱交換器アッセンブリ。
【請求項９】
　前記排ガス通流管体（３０）は、前記内側周壁（２２）に、該内側周壁（２２）の第２
の周方向領域（３８）の領域において設けられている、請求項６から８までのいずれか１
項記載の熱交換器アッセンブリ。
【請求項１０】
　前記内側周壁（２２）は、前記端面（３４）を形成するために、段状の肉厚化部を有し
ている、請求項６から９までのいずれか１項記載の熱交換器アッセンブリ。
【請求項１１】
　前記内側周壁（２２）は、前記内側底壁（２４）から離れた軸方向の端部領域（２８）
において、前記ハウジング長手方向軸線（Ｌ）に対して略直交する平面で終端する、請求
項１から１０までのいずれか１項記載の熱交換器アッセンブリ。
【請求項１２】



(3) JP 6289875 B2 2018.3.7

10

20

30

40

50

　前記伝熱媒体流動室は、半径方向外側では実質的に前記外側のハウジング部分（１４）
の外側周壁（１８）のみにより画成されている、請求項１から１１までのいずれか１項記
載の熱交換器アッセンブリ。
【請求項１３】
　前記外側のハウジング部分（１４）は、前記少なくとも１つの伝熱媒体通流管体（５０
，５２）と一体的に形成されているかつ／又は前記内側のハウジング部分（１６）は、前
記排ガス通流管体（３０）と一体的に形成されている、請求項１から１２までのいずれか
１項記載の熱交換器アッセンブリ。
【請求項１４】
　前記外側のハウジング部分（１４）は、プラスチック射出成形部品として形成されてい
るかつ／又は前記内側のハウジング部分（１６）は、金属ダイカスト部品として形成され
ている、請求項１から１３までのいずれか１項記載の熱交換器アッセンブリ。
【請求項１５】
　燃料及び燃焼空気を供給すべきバーナ領域と、
　請求項１から１４までのいずれか１項記載の熱交換器アッセンブリ（１０）と、
を備える車両ヒータ装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、熱交換器アッセンブリ、特に車両ヒータ装置用の熱交換器アッセンブリであ
って、ハウジング長手方向軸線の方向で延在するカップ状の熱交換器ハウジングを備え、
熱交換器ハウジングは、外壁及び内壁を有し、外壁と内壁との間に、伝熱媒体流動室が形
成されており、外壁に、伝熱媒体流動室に向かって開放された少なくとも１つの伝熱媒体
通流管体が設けられ、熱交換器ハウジングに、熱交換器ハウジングの、内壁によって囲繞
される内室に向かって開放された排ガス通流管体が設けられており、熱交換器ハウジング
は、外側周壁及び外側底壁を有する外側のハウジング部分と、内側周壁及び内側底壁を有
する内側のハウジング部分とを有する熱交換器アッセンブリに関する。
【背景技術】
【０００２】
　下記特許文献１において、原則カップ状に形成される熱交換器ハウジングを有する車両
ヒータ装置用の熱交換器アッセンブリが公知である。この熱交換器ハウジングの外側のハ
ウジング部分は、外側周壁及び外側底壁を備えて形成されている。カップ状の熱交換器ハ
ウジングの内側のハウジング部分は、内側周壁及び内側底壁を有し、外側のハウジング部
分内に装入されている。その結果、内側のハウジング部分は、外側のハウジング部分とと
もに伝熱媒体流動室を画成している。内側のハウジング部分の、外側底壁あるいは内側底
壁から離れて位置する端部領域に、内側のハウジング部分は、外側周壁区分であって、内
側周壁を囲繞し、略環状に形成され、かつ内側周壁に軸方向の端部領域で結合される外側
周壁区分を備えて形成されている。外側周壁区分には、外側のハウジング部分の外側周壁
が流体密に結合されている。外側周壁区分は、内側周壁の、カップ状の熱交換器ハウジン
グのハウジング長手方向軸線に関して同じ軸方向の領域に位置する区分とともに、環状の
中間室を画成している。環状の中間室は、伝熱媒体流動室の一部を形成しており、半径方
向外側で外側のハウジング部分の外側周壁によって閉鎖されていない。
【０００３】
　内側のハウジング部分には、外側周壁区分の軸方向の領域、つまり、伝熱媒体流動室の
一部を形成する環状の中間室が形成されている軸方向の領域に、排ガス通流管体が設けら
れている。排ガス通流管体は、環状の中間室を貫通し、環状の中間室を半径方向内側で画
成する内側周壁を貫いて、熱交換器ハウジングの、内側周壁によって囲繞される内室に向
かって開放されている。車両ヒータ装置に組み込むと、燃焼排ガスが熱交換器ハウジング
の内室を貫流するので、内側の熱交換器ハウジングは、燃焼排ガスから熱を受容し、伝熱
媒体流動室内を流動する伝熱媒体、つまり例えば水に熱を伝達することができる。燃焼排
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ガスは、外側周壁区分と内側周壁との間の環状の中間室を貫通する排ガス通流管体を通し
てこの内室を後にする。
【０００４】
　外側のハウジング部分の外側周壁には、外側周壁が外側底壁に隣接する場所に、伝熱媒
体通流管体が設けられている。伝熱媒体通流管体は、伝熱媒体流動室に向かって開放され
ており、これにより伝熱媒体流動室内への伝熱媒体の供給あるいは伝熱媒体流動室からの
伝熱媒体の排出を可能にする。伝熱媒体通流管体は、例えば内側のハウジング部分に設け
られた排ガス通流管体と同じ周方向領域に位置している。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】欧州特許第０９１６９０８号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明の課題は、構造が単純であって製造が容易な熱交換器アッセンブリ、特に車両ヒ
ータ装置用の熱交換器アッセンブリを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記課題は、本発明に係る熱交換器アッセンブリ、特に車両ヒータ装置用の熱交換器ア
ッセンブリであって、ハウジング長手方向軸線の方向で延在するカップ状の熱交換器ハウ
ジングを備え、熱交換器ハウジングは、外壁及び内壁を有し、外壁と内壁との間に、伝熱
媒体流動室が形成されており、外壁に、伝熱媒体流動室に向かって開放された少なくとも
１つの伝熱媒体通流管体が設けられ、熱交換器ハウジングに、熱交換器ハウジングの、内
壁によって囲繞される内室に向かって開放された排ガス通流管体が設けられており、熱交
換器ハウジングは、外側周壁及び外側底壁を有する外側のハウジング部分と、内側周壁及
び内側底壁を有する内側のハウジング部分とを有する熱交換器アッセンブリにより解決さ
れる。
【０００８】
　さらに、本発明に係る熱交換器アッセンブリでは、少なくとも１つの伝熱媒体通流管体
が、外側のハウジング部分の外側周壁の、外側底壁から離れた軸方向の端部領域に設けら
れている。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明に係る熱交換器アッセンブリの構造では、少なくとも１つの伝熱媒体通流管体が
、外側周壁の軸方向の領域であって、概してカップ状の構造を備えて形成される外側のハ
ウジング部分の開放端の近傍に位置し、これにより製造工程時に容易に接近可能な軸方向
の領域に設けられている。この種のハウジング部分は、一般に型充填法（Ｇｉｅｓｓｖｅ
ｒｆａｈｒｅｎ：溶融材料を型に充填して成形を行う方法）で製造され、この場合、型充
填法に用いられる型が互いに入れ子に装入されなければならないため、少なくとも１つの
伝熱媒体通流管体を、外側周壁の、外側底壁から離れて位置する軸方向の端部領域に形成
したことによって、伝熱媒体通流管体を外側のハウジング部分の一体的な構成部分として
形成し、かつ型充填法による工程の実施後、この工程のために必要な型部品を簡単に分解
することが容易に可能となる。
【００１０】
　伝熱媒体流動室の信頼性の高い通流を可能とするため、外側周壁に２つの伝熱媒体通流
管体が、外側周壁の略同じ軸方向の領域において、互いに周方向に間隔を置いて設けられ
ている。この場合、一方の伝熱媒体通流管体は、伝熱媒体の供給のために使用可能であり
、他方の伝熱媒体通流管体は、伝熱媒体の排出のために使用可能である。
【００１１】
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　カップ状の熱交換器ハウジングを形成するためには、外側のハウジング部分と内側のハ
ウジング部分とを互いに嵌め合わせる必要があるので、少なくとも１つの伝熱媒体通流管
体と、排ガス通流管体とは、熱交換器ハウジングの同じ軸方向の領域において、互いに周
方向に間隔を置いて設けられていると特に有利である。これにより、両ハウジング部分の
挿嵌時に相互に挿嵌の妨げとなる事態は、回避される。同時に、熱交換器アッセンブリに
は、軸方向の領域に接続領域が形成される。このことは、接続したい管路のための易接近
性を維持しつつ、例えば車両内への省スペースの格納を可能にする。
【００１２】
　排ガス通流管体が内側のハウジング部分に設けられているという事情を考慮しつつ、外
側のハウジング部分の外側周壁により画成される伝熱媒体流動室をより大きな容積を備え
て形成することができるように、外側周壁の第１の周方向領域において、外側底壁から比
較的大きな延在長さを有して外側周壁が形成され、かつ外側周壁の第２の周方向領域にお
いて、外側底壁から比較的小さな延在長さを有して外側周壁が形成されており、少なくと
も１つの伝熱媒体通流管体が、第１の周方向領域の領域に設けられていることが提案され
る。このために、例えば外側周壁は、外側底壁から離れて位置する軸方向の端部領域にお
いて、ハウジング長手方向軸線に関して斜めに終端するようになっていてもよい。択一的
には、もちろん、外側底壁からそれぞれ異なる延在長さを有する周方向領域間の有段の移
行も可能である。
【００１３】
　外側周壁に一体的に形成される伝熱媒体通流管体を形成するために、型充填法に用いら
れる相応の型を使用して、型充填法による工程を実施することは、少なくとも１つの伝熱
媒体通流管体が、略完全に、外側周壁の、軸方向で外側周壁の第２の周方向領域を越えて
突出する領域において、第１の周方向領域に設けられていると、特に簡単に実施可能であ
る。
【００１４】
　内側のハウジング部分あるいはその内側周壁によって伝熱媒体流動室を、排ガス通流管
体を設けるために十分なスペースが内側のハウジング部分に与えられているように軸方向
で制限するために、内側のハウジング部分の内側周壁に、伝熱媒体流動室を軸方向で画成
する端面が設けられており、端面が、内側周壁の第１の周方向領域において、内側底壁か
ら比較的大きな軸方向の間隔を有し、かつ内側周壁の第２の周方向領域において、内側底
壁から比較的小さな軸方向の間隔を有することが提案される。この場合、端面は、例えば
ハウジング長手方向軸線に関して斜めに配置されていてもよい。択一的には、本態様でも
、内側底壁からそれぞれ異なる軸方向の間隔を有する領域間の有段の移行部が設けられて
いてもよい。外側のハウジング部分は、端面の領域で内側のハウジング部分に結合可能で
あり、排ガス通流管体は、好ましくは内側周壁に、内側周壁の第２の周方向領域の領域に
おいて設けられている。つまり、排ガス通流管体は、伝熱媒体流動室の適当な軸方向の制
限により、熱交換器ハウジングの内室に連通する開口を形成するために十分な軸方向のス
ペースが内側のハウジング部分に残されている場所に設けられている。
【００１５】
　端面は、内側周壁において好ましくは段状の肉厚化により形成可能である。ここには、
好ましくは垂直の段部が形成可能であるが、必須ではない。端面への湾曲した移行あるい
は内側周壁のより厚みのある領域への湾曲した移行が、肉厚化部、ひいては端面を形成す
るために行われていてもよい。
【００１６】
　本発明に係る熱交換器アッセンブリは、一般に、カップ状の熱交換器ハウジングの、両
ハウジング部分の底壁から離れた軸方向の端部領域で、他の構成群、特にバーナ領域に結
合される。この領域で、排ガスの流出に対して流体密の閉鎖を簡単に実現するために、内
側周壁が、内側底壁から離れた軸方向の端部領域において、ハウジング長手方向軸線に対
して略直交する平面で終端することが提案される。
【００１７】
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　製造技術的な理由から特に好ましい態様では、伝熱媒体流動室が、半径方向外側では実
質的に外側のハウジング部分の外側周壁のみにより画成されていることが提案される。本
態様では、つまり、半径方向外側での伝熱媒体流動室の画成が冒頭で述べた従来技術では
内側のハウジング部分に外側周壁区分を形成することによって実施されるのと同様、伝熱
媒体流動室の一部を内側のハウジング部分のみによって画成するアンダカット領域を、内
側のハウジング部分に形成する必要がない。これにより、排ガス通流管体は、従来技術の
場合にそうであるように内側の熱交換器ハウジングに形成される環状室を貫通せず、伝熱
媒体流動室外に位置している。このことは、伝熱効率に影響を及ぼす可能性はあるものの
、内側のハウジング部分を、これと一体的に設けられた排ガス通流管体とともに型充填法
で製造することを著しく容易にする。
【００１８】
　既に上述したように、熱交換器ハウジングの本発明の構成により、特に簡単に、外側の
ハウジング部分が、少なくとも１つの伝熱媒体通流管体と一体的に形成されているかつ／
又は内側のハウジング部分が、排ガス通流管体と一体的に形成されている。
【００１９】
　本発明の構造では、実質的に内側のハウジング部分のみが、比較的高温の燃焼排ガスと
接触する。この理由から、内側のハウジング部分を例えばアルミニウム材料からなる金属
ダイカスト部品として形成すると有利である。外側のハウジング部分は、このような高温
には一般に曝されないので、コスト上の理由から、そして軽量化のために、好ましくはプ
ラスチック射出成形部品として形成可能である。
【００２０】
　さらに本発明は、燃料及び燃焼空気を供給すべきバーナ領域と、上述の熱交換器アッセ
ンブリとを備える車両ヒータ装置に関する。
【００２１】
　以下に、本発明について添付の図面を参照しながら詳説する。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
【図１】外側のハウジング部分及び内側のハウジング部分を備えるカップ状の熱交換器ハ
ウジングの分解側面図である。
【図２】外側のハウジング部分を図１に示した視線方向ＩＩで見た図である。
【図３】外側のハウジング部分を図２に示した視線方向ＩＩＩで見た図である。
【図４】外側のハウジング部分を図２に示した視線方向ＩＶで見た図である。
【発明を実施するための形態】
【００２３】
　図１には、熱交換器アッセンブリ１０の熱交換器ハウジングが分解図で示され、全体と
して符号１２が付されている。カップ状の構造を備えて、ハウジング長手方向軸線Ｌに沿
って延在するように形成された熱交換器ハウジング１２は、外側のハウジング部分１４及
び内側のハウジング部分１６を有している。外側のハウジング部分１４及び内側のハウジ
ング部分１６は、それぞれ、やはり略カップ状の構造を備えて形成されている。
【００２４】
　外側のハウジング部分１４は、図１に破線で概略的に示した外側周壁１８及び外側底壁
２０を有している。内側のハウジング部分１６は、やはり破線で概略的に示した内側周壁
２２及び内側底壁２４を有している。熱交換器ハウジング１２を組み立てた状態で、内側
のハウジング部分１６は、外側のハウジング部分１４内に装入されており、外側のハウジ
ング部分１４と相俟って１つの伝熱媒体流動室を画成している。内側のハウジング部分１
６は、熱交換器ハウジング１２の内室２６を画成している。内室２６内には、この種の熱
交換器アッセンブリ１０を例えば車両ヒータ装置に組み込んだとき、バーナ領域から延び
る火炎管が突入するように延在している。燃焼運転中に生成される燃焼排ガスは、火炎管
を通して内側底壁２４に向かって流動し、内側底壁２４においてハウジング長手方向軸線
Ｌに関して半径方向外向きに変向される。その後、燃焼排ガスは、図１には示さない火炎
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管と内側周壁２２との間を通って、内側周壁２２の、内側底壁２４から離れて位置する軸
方向の端部領域２８に向かって逆流する。この端部領域２８において、内側のハウジング
部分１６あるいは内側周壁２２は、ハウジング長手方向軸線Ｌに対して略直交する平面で
終端している。その結果、簡単に内側のハウジング部分１６あるいは熱交換器アッセンブ
リ１０は、排ガス流動室を密閉するために例えば車両ヒータ装置のバーナ領域に結合可能
である。燃焼排ガスは、内側周壁２２を貫通するとともに排ガス通流管体３０に形成され
る排ガス出口開口３２を通して、内室２６を後にする。
【００２５】
　内側のハウジング部分１６あるいはその内側周壁２２には、軸方向の端部領域２８の近
傍に、両底壁２０，２４から離れた軸方向の領域において伝熱媒体流動室を画成する端面
３４が設けられている。この端面３４は、例えば内側周壁２２を段状に肉厚化することに
より形成可能である。図１には、ハウジング長手方向軸線Ｌを略環状に取り巻く端面３４
が、ハウジング長手方向軸線Ｌに関して斜めに配置されていることが看取可能であり、そ
の結果、内側周壁２２の外周面の領域が概して円形に形成されている場合、端面３４は、
概して楕円形の形状をなしている。その際、図１に示すように、端面３４は、略平たんに
、つまりハウジング長手方向軸線Ｌに対して斜めに配置された平面内に位置していてもよ
い。このような平面に対して少なくとも部分的に角度を付けて端面３４を配置すること、
例えば端面３４を円錐形に形成することも可能である。端面が平面であるか、例えば円錐
形に角度を付けられているか、又は場合によっては湾曲して形成されているかにかかわら
ず、端面３４の基本的な配置は、端面３４が、ハウジング長手方向軸線Ｌ周りに概して環
状に延びる構造において、ハウジング長手方向軸線Ｌに関して斜めに配置されていること
にある。
【００２６】
　ハウジング長手方向軸線Ｌに関する端面３４の傾斜位置により、次のような構成が得ら
れる。すなわち、端面３４は、内側周壁２２の第１の周方向領域３６において、ハウジン
グ長手方向軸線Ｌに関してこの第１の周方向領域３６に略直径方向で対向する第２の周方
向領域３８よりも、内側底壁２４から大きな軸方向間隔を有している。これにより、内側
のハウジング部分１６の、内側周壁２２の肉厚化により形成される領域は、図１に看取可
能な側面図において、概してくさび形の形状を有している。
【００２７】
　内側のハウジング部分１６における、伝熱媒体流動室を軸方向で画成する端面３４のこ
の傾斜位置に対応して、外側のハウジング部分１４の外側周壁１８は、外側周壁１８の第
１の周方向領域４０において、外側周壁１８の、ハウジング長手方向軸線Ｌに関してこの
第１の周方向領域４０に略直径方向で対向する第２の周方向領域４２よりも、外側底壁２
０から大きな軸方向延在長さを有しているように形成されている。このことは、外側周壁
１８が、外側周壁１８の、外側底壁２０から離れて位置する軸方向の端部領域４４におい
て斜めに終端していることを意味している。この端部領域４４には、ハウジング長手方向
軸線Ｌに関して、端面３４と同じ傾き角が与えられている。組み立てられた状態で、外側
周壁１８の軸方向の端部領域４４は、端面３４を形成するために内側周壁２２に肉厚化部
が形成されている領域あるいは内側周壁２２の外周面の寸法が増加されている領域で、内
側周壁２２に接続している。このために、軸方向で端面３４に続いて、結合段部４６が形
成されていてもよい。結合段部４６上には、外側のハウジング部分１４の外側周壁１８が
、両ハウジング部分１４，１６相互の所定の相対的な位置決めあるいはセンタリングを実
現するために、被嵌可能である。両ハウジング部分１４，１６の結合は、好ましくは材料
結合、例えば接着により実施可能である。これにより同時に、両ハウジング部分１４，１
６により画成される伝熱媒体流動室の流体密の閉鎖も達成されている。内側周壁２２に設
けられた結合段部４６に対応して、相補的な結合段部４８が、外側のハウジング部分１４
に形成されていてもよい。このことは、結合面の拡大と、付加的なラビリンスシールの形
成とに貢献する。
【００２８】
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　上述の構造によって、両ハウジング部分１４，１６間に形成される伝熱媒体流動室が、
半径方向内側では、専ら内側周壁２２によって、すなわち内側周壁２２の、端面３４に接
続して内側底壁２４まで延在する区分によって画成され、さらに軸方向では、両底壁２０
，２４から離れて位置する軸方向の端部領域において専ら内側のハウジング部分１６によ
って、すなわち内側周壁２２の半径方向の拡張部によって形成される端面３４によって画
成され、さらに半径方向外側では、実質的に専ら外側のハウジング部分１４の外側周壁１
８によって画成されていることが達成される。これにより、内側のハウジング部分１６に
は、必ずしも、内側のハウジング部分１６の、伝熱媒体流動室をハウジング長手方向軸線
Ｌに関して半径方向外向きに画成するアンダカット領域が形成されない。このことは、型
充填法での製造工程を明らかに容易にする。それにもかかわらず、このようなアンダカッ
ト領域の、例えば内側周壁２２の第１の周方向領域３６の近傍での形成は、例えば流動を
案内するという理由から有利である場合、排除されるべきではない。しかし、内側周壁２
２の、端面３４に接続する半径方向で拡張された領域は、ほぼアンダカットフリーである
。その結果、以下にさらに説明するように、排ガス通流管体３０は、事実上、伝熱媒体流
動室外に位置しており、つまり伝熱媒体流動室を貫通しない。
【００２９】
　排ガス通流管体３０のこの配置は、図１に明瞭に看取可能であるように、排ガス通流管
体３０が内側周壁２２の第２の周方向領域３８に配置され、つまり熱交換器アッセンブリ
１０全体の少なくともこの周方向領域で伝熱媒体流動室外に位置する領域に配置されてい
ることにより達成可能である。
【００３０】
　外側のハウジング部分１４には、伝熱媒体流動室内に伝熱媒体を供給するために、図２
及び図３にも看取可能な２つの伝熱媒体通流管体５０，５２が設けられている。両伝熱媒
体通流管体５０，５２は、それぞれ、伝熱媒体流動室に連通する開口５４，５６を形成し
、例えば液状の伝熱媒体を伝熱媒体流動室に供給し、伝熱媒体を伝熱媒体流動室から排出
するためにそれぞれの管路に接続可能である。その際、両伝熱媒体通流管体５０，５２は
、好ましくは互いに略平行に周方向で間隔を置いて外側周壁１８から延在可能である。
【００３１】
　両伝熱媒体通流管体５０，５２は、外側周壁１８に、その第１の周方向領域４０の領域
、つまり外側周壁１８が外側底壁２０から比較的大きな延在長さを有する領域において設
けられている。その際、好ましくは、両伝熱媒体通流管体５０，５２は、外側周壁１８の
第１の周方向領域４０に、外側周壁１８の、ハウジング長手方向軸線Ｌに関してこの第１
の周方向領域４０に直径方向で対向する第２の周方向領域４２を軸方向で略完全に越えて
延在する軸方向の領域において位置している。このことは、外側のハウジング部分１４の
、図４に示した側面図で見て、両開口５４，５６に、外側周壁１８の、ハウジング長手方
向軸線Ｌに関してこれらの両開口５４，５６に対向する領域が、軸方向でオーバラップし
ないことにつながる。これにより、型充填法での外側のハウジング部分１４の製造時、開
口５４，５６あるいはこの開口５４，５６を包囲する伝熱媒体通流管体５０，５２を形成
するために必要な型充填法用の型部品の装入あるいは型充填法による工程の実施後の除去
は、極めて容易に実施可能である。
【００３２】
　両ハウジング部分１４，１６が組み合わされた状態で、両伝熱媒体通流管体５０，５２
の開口５４，５６は、熱交換器ハウジング１２の、排ガス通流管体３０が位置する周方向
領域にハウジング長手方向軸線Ｌに関して対向するか、あるいは直径方向で反対側に位置
する周方向領域に位置している。外側のハウジング部分１４がその軸方向の端部領域４４
で斜めに終端しているという事情に基づいて、両伝熱媒体通流管体５０，５２は、組み合
わされた状態で、内側のハウジング部分１６に形成された排ガス通流管体３０と略同じ軸
方向の領域に位置している。ここで、略同じ軸方向の領域とは、伝熱媒体通流管体５０，
５２と排ガス通流管体３０とが、軸方向で少なくとも部分的に、好ましくはその軸方向延
在長さの大部分で軸方向でオーバラップしていることを意味している。このオーバラップ
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は、伝熱媒体通流管体５０，５２と排ガス通流管体３０とが熱交換器ハウジング１２のそ
れぞれ異なる周方向位置に設けられているという事情に基づいて、問題なく可能である。
これにより、熱交換器ハウジング１２には、両底壁２０，２４から軸方向に間隔を置いて
、接続領域が形成される。接続領域には、一方では伝熱媒体の供給あるいは排出のための
管路が接続可能であり、他方では排ガス案内系の管路が接続可能である。
【００３３】
　本発明の構造により、両ハウジング部分１４，１６をそれぞれ、ハウジング部分１４，
１６と一体的に形成される管体３０；５０，５２を備えて、型充填法で製造することが容
易に可能となる。その際、内側のハウジング部分１６は、金属ダイカスト法で例えばアル
ミニウム材料により製造可能である。その結果、排ガス温度が比較的高くても、内側のハ
ウジング部分１６を損傷させることはない。温度負荷をそれほど強く受けない外側のハウ
ジング部分１４は、プラスチック材料から射出成形法で製造可能である。
【符号の説明】
【００３４】
　１０　熱交換器アッセンブリ、　１２　熱交換器ハウジング、　１４　外側のハウジン
グ部分、　１６　内側のハウジング部分、　１８　外側周壁、　２０　外側底壁、　２２
　内側周壁、　２４　内側底壁、　２６　内室、　２８　端部領域、　３０　排ガス通流
管体、　３２　排ガス出口開口、　３４　端面、　３６　第１の周方向領域、　３８　第
２の周方向領域、　４０　第１の周方向領域、　４２　第２の周方向領域、　４４　端部
領域、　４６，４８　結合段部、　５０，５２　伝熱媒体通流管体、　５４，５６　開口
、　Ｌ　ハウジング長手方向軸線

【図１】 【図２】

【図３】
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